
第 119号平成 26年２月 15日 議 会 だ よ り
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室
棟
１
棟
、
屋
内
運
動
場
の
耐
震

化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

26
年
度
当
初
予
算
に
工
事
費
を
計

上
し
、
年
度
内
に
工
事
契
約
を
行

い
、
平
成
27
年
度
中
の
完
成
予
定

で
あ
る
。
早
野
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
管
理
普
通
教
室
棟
１
棟
の
耐

震
化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
中
に
契
約
し
、
平
成
26
年
度

中
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

五
郷
小
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
普
通
教
室
棟
、
普
通
特
別

教
室
棟
、
屋
内
運
動
場
の
ト
イ
レ

は
耐
震
化
工
事
と
合
わ
せ
て
改
修

を
行
う
予
定
で
、
耐
震
工
事
を
実

施
し
な
い
管
理
教
室
棟
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
平
成
28
年
度
以
降
に

計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

点
か
ら
日
進
橋
間
の
右
岸
側
約
８

０
０
ｍ
の
堆
積
土
撤
去
を
行
い
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
国
道
４

０
９
号
の
砂
田
橋
ま
で
の
約
４
・

２
㎞
に
つ
い
て
撤
去
を
行
っ
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
河
床
の
浚

渫
や
調
節
池
の
増
設
に
つ
い
て
は

現
在
、
浸
水
発
生
の
要
因
の
分
析

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
末
を
目

途
に
抜
本
的
な
対
策
を
取
り
ま
と

め
、
千
葉
県
設
置
の
一
宮
川
流
域

委
員
会
に
諮
り
対
策
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
の
中
で
一
宮
川

上
流
部
の
長
柄
町
や
長
南
町
に
調

節
池
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
本
市
と
し
て
も
調
節
池

の
設
置
に
向
け
て
協
力
の
お
願
い

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
に
つ
い
て

問

学
校
施
設
の
耐
震
化
は
平
成

27
年
度
末
ま
で
に
完
了
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
五
郷
小
学
校
と
早

野
中
学
校
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
良

い
環
境
で
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に

も
五
郷
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
が

必
要
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答

五
郷
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

普
通
教
室
棟
２
棟
、
普
通
特
別
教

答

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

国
道
か
ら
西
側
の
道
路
改
良
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
跨

線
橋
側
の
舗
装
修
繕
工
事
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
右

折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
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・
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・
―
・
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金
　
坂
　
道
　
人�

議
員

（
も
ば
ら
21
）

台
風
26
号
の
災
害
に
つ
い
て

問

茂
原
市
は
台
風
26
号
に
よ
り

大
変
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
生

命
と
財
産
は
何
と
し
て
も
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
一

宮
川
の
適
切
な
管
理
の
県
へ
の
要

請
や
調
節
池
の
増
設
な
ど
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

県
は
台
風
26
号
に
よ
る
水
害

を
受
け
、
今
年
度
は
阿
久
川
合
流

佐
　
藤
　
栄
　
作�

議
員

（
公
明
党
）

新
小
轡
地
先
の

�

排
水
整
備
に
つ
い
て

問

県
道
茂
原
環
状
線
の
新
小
轡

の
田
中
歯
科
医
院
前
か
ら
東
郷
橋

付
近
ま
で
の
排
水
整
備
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
内
水
対
策
と
し
て

行
わ
れ
て
き
た
が
、
平
成
22
年
度

よ
り
突
然
中
断
と
な
っ
て
い
る
。

直
接
現
場
の
生
の
声
を
聞
き
、
中

断
さ
れ
た
事
業
の
今
後
の
見
通
し

を
伺
う
。

答

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
平
成

22
年
度
以
降
中
断
さ
れ
て
い
た

が
、
長
生
土
木
事
務
所
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
来
年
度
事
業
と
し
て

予
算
の
要
求
を
行
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
な
お
、
事
業
期
間
と
し
て

は
３
年
程
度
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

県
道
カ
イ
ン
ズ
前
交
差
点
の

�

渋
滞
解
消
に
つ
い
て

問

県
道
茂
原
環
状
線
の
腰
当
交

差
点
か
ら
跨
線
橋
ま
で
の
約
１
５

０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
渋
滞
解
消
の

た
め
に
、
拡
幅
及
び
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
が
伺
う
。

る
支
所
内
の
多
目
的
会
議
室
で
の

対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
期
日
前
投
票
所
と
し
て
使

用
す
る
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

一
般
的
な
投
票
所
と
比
較
す
る
と

宣
誓
書
記
載
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た

め
、
選
挙
人
の
方
か
ら
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
こ
と

を
選
挙
管
理
委
員
会
も
承
知
し
て

お
り
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

本
納
公
民
館
と
本
納
支
所
の
複

合
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
後

期
基
本
計
画
に
そ
の
必
要
性
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
優
先
度
は
高

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
第

５
次
３
か
年
実
施
計
画
に
お
い
て

整
備
に
か
か
る
費
用
を
計
上
す
る

こ
と
は
財
政
推
計
上
、
困
難
で
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
策

定
予
定
の
公
共
施
設
白
書
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
全
体

の
再
整
備
・
維
持
補
修
を
検
討
す

る
中
で
、
計
画
的
に
取
り
組
む
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。


